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第 ０ ７ － ０ １ ０ 号 
２００７年１月３１日 

平成１９年３月期 第３四半期業績および通期業績予想について 
 

ANAグループでは、本日１月３１日（水）、平成１９年３月期第３四半期決算の概況を取りまとめま

した。詳細は別添の「平成１９年３月期 第３四半期財務・業績の概要（連結）」をご参照ください。 
 
１．平成１９年３月期 第３四半期の連結業績 
（１）連結経営成績 
①概況 
・ビジネス需要を中心とした堅調な旅客需要に加え、各種増収施策の展開、また１０月以降の

増便路線も順調に推移し、増収を確保しました。 
・原油価格は歴史的高水準で推移しており、燃油費が前年同期と比較して、約３９０億円増加

しました。 

リース機材の返却に伴う諸費用などを営業外費用として計上したことにより、経常利益は前年

同期実績を下回りましたが、営業収入、営業利益、四半期純利益は過去最高を計上しました。 
                                                      単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 増減 前年 

同期比(%) 
営 業 収 入 １１，３４５ １０，３８１ ９６３ １０９．３ 

営 業 費 用 １０，４２８ ９，４８２ ９４５ １１０．０ 

営 業 利 益 ９１７ ８９９ １７ １０２．０ 

営 業 外 損 益 ▲  １８９ ▲  １４５ ▲ ４３ ―― 

経 常 利 益 ７２７ ７５３ ▲ ２５ ９６．６ 

特 別 損 益   ２ ▲  １３４   １３６ ―― 

四半期純利益 ４２６ ２９９ １２７  １４２．５ 

 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 
平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 増減 

【セグメント情報】 
売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航空運送事業 ９，４９９ ７９７ ８，５８０ ７８８ ９１９  ９ 
旅 行 事 業 １，５８１ ２９ １，５２３ ３６ ５８ ▲  ７ 
ホ テ ル 事 業 ５１３ ４９ ５０３ ２７ １０ ２２ 
その他の事業 １，４８２ ４１ １，４０４ ４７ ７７ ▲  ５ 

※連結子会社９６社  持分法適用非連結子会社５社 持分法適用関連会社１９社 
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②国内線旅客事業  
・今年度４月搭乗分から全路線に導入した新運賃「旅割」が好調であったことに加え、「沖縄先

島フィーダー路線」の充実、沖縄キャンペーンの展開などにより、旅客数は堅調に推移しまし

た。 
・引き続き好調なスーパーシートプレミアム、スキップサービスの展開など、運賃、サービス面

での差別化を推進し、利便性向上に努めました。 

結果として、前年の「愛・地球博」のような観光需要を喚起する要素が少ない中でも、旅客数、

収入ともに前年同期実績を上回ることができました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ５，５６５ ５，２４６ ３１９ １０６．１ 
旅客数（千人） ３５，４１３ ３４，７１１ ７０２ １０２．０ 
座席キロ（百万座席キロ） ４７，１０５ ４６，１２８ ９７７ １０２．１ 
旅客キロ（百万人キロ） ３０，９０７ ３０，２４１ ６６５ １０２．２ 
利用率（％） ６５．６ ６５．６ ０．０ ――― 

 

 

③国際線旅客事業  
・ビジネス需要、観光需要ともに堅調であり、旅客数は好調に推移しました。 
・復便した成田－シカゴ線をはじめ、増便した各路線も順調に推移しており、アライアンスを活

かした「パートナーハブ戦略」、また中国路線のデイリー化は着実にマーケットに浸透しつつあ

ります。 
・成田空港第１旅客ターミナルビルへの移転を機に、スターアライアンス各社が同ターミナルビ

ルに集結することで、乗継時間を大幅に短縮させ利便性の向上を図るとともに、「簡単・便利」

を目指した「スマートｅサービス」やラウンジの充実など、サービス向上に努めました。 

結果として、生産量（座席キロ）の伸びを大幅に上回る旅客増、収入増を確保しました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ２，０９７ １，７３０ ３６７ １２１．２ 
旅客数（千人） ３，３８８ ３，０５４ ３３４ １１０．９ 
座席キロ（百万座席キロ） １９，６７９ １８，９８０ ６９９ １０３．７ 
旅客キロ（百万人キロ） １５，０８９ １４，００５ １，０８３ １０７．７ 
利用率（％） ７６．７ ７３．８ ２．９ ――― 
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④貨物事業 
・国内線では、昨年２月より増便した深夜貨物便などの効果により、輸送実績は堅調に推移し

ました。 
・国際線では、北米路線へ貨物スペースの大きいボーイング７７７型機を投入したことに加え、

ボーイング７６７貨物専用機を増機し、北米路線への展開、関西－上海線の週５便化を図り、

輸送量の取り込みに努めました。 

結果として、国内線、国際線ともに輸送重量、収入ともに前年同期実績を上回りました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【貨物事業】 平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 増減 前年 

同期比(%) 
売上高（億円） ２３４ ２２５ ８ １０３．８ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ３５０ ３３５ １５ １０４．４ 国内線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） ３３８ ３２４ １３ １０４．１ 
売上高（億円） ４６３ ４０９ ５３ １１３．１ 
輸送重量（千ﾄﾝ） ２０６ １８５ ２０ １１１．０ 国際線 
輸送量（百万ﾄﾝｷﾛ） ９３１ ８４６ ８５ １１０．０ 

 
 
（２）連結財政状態 
・航空機の購入による有形固定資産が増加する一方で、流動資産が減少したことにより、総資

産は減少しました。 
・負債の部では、借入金の返済や社債の償還を着実に進め、有利子負債を７，８３６億円に圧

縮しました。 
・自己資本は、新会計基準の適用によるデリバティブ取引にかかわる評価損益（１９０億円）と

当期純利益の計上により増加し、自己資本比率は２４．５％となりました。 

（金額の億円未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 平成１９年３月期 
第３四半期 平成１８年３月期 増減 

総資産（億円） １６，４２３ １６，６６８ ▲２４５ 
自己資本（億円） （注１） ４，０２６ ３，４６３ ５６２ 
自己資本比率（％） ２４．５ ２０．８ ３．７ 
有利子負債残高（億円） （注２） ７，８３６ ８，４６３ ▲６２６ 
Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） １．９ ２．４ ▲０．５ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 
・営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益７３０億円に減価償却費や

営業活動にかかわる債権債務の加減算を行った結果、１，３５９億円となりました。 
・投資活動によるキャッシュ・フローは、航空機への投資を中心に９７６億円の支出となりまし

た。 
・財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金返済や社債償還などにより、６７０億円の支出と

なりました。 
単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 平成１９年３月期 
第３四半期累計 

平成１８年３月期 
第３四半期累計 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，３５９ １，２６９ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲  ９７６ ▲  ５６７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲  ６７０ ▲  ３９６ 

現金および現金同等物期末残高 ２，１４１ １，９４２ 

減価償却費 ６４２ ５５８ 

設備投資額 １，８６４ １，８３５ 

 
 
２．通期の見通し 
・第３四半期までの業績は、旅客収入の大幅な増加により、予想を上回る営業利益を計上する

ことができました。 
・原油価格はピーク時に比べれば下落していますが、引き続き高水準で推移しており、通期で

は、前年の実績に対して６００億円程度増加する見込みです。 
・第４四半期については、営業赤字になることが予想されますが、通期については、前期と同程

度の営業利益を確保できる見通しとなりました。 
・航空機の更新を一層加速させていくことを検討しており、これに伴い１００億円程度の特別損失

を見込んでおります。 

かかる状況から、平成１９年３月期の通期業績予想を以下の通り修正いたしました。 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【平成１９年３月期見通し】 修正予想 業績予想 
（１０月３１日時点） 増減 

前期実績 
（平成 18 年 3 月期） 

営 業 収 入 １４，８００ １４，５００ ３００ １３，６８７ 
営 業 利 益 ８９０ ７６０ １３０ ８８８ 
経 常 利 益 ５９０ ４７５ １１５ ６６７ 
当 期 純 利 益 ２８０ ２７０ １０ ２６７ 

以上 


